
　

本
市
と
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
は
、
県
内
市
町
村
初
と
な
る
市
政

全
般
に
わ
た
る
地
域
活
性
化
包
括
連
携

協
定
を
１
月
29
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　

現
在
市
内
に
83
店
舗
が
あ
る
同
社
と

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
広
報
ま
え
ば
し
、
ス
タ

ン
ド
の
無
い
自
転
車
が
駐
輪
で
き
る
サ

イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
（
サ
イ
ク
ル
オ
ア
シ
ス
）

の
店
舗
へ
の
設
置
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も

協
力
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の

包
括
連
携
協
定
を
契
機
に
、
地
産
地
消

の
推
進
、
地
域
の
活
性
化
、
地
域
雇
用

の
支
援
、
商
業
・
観
光
振
興
、
災
害
支

援
施
策
へ
の
協
力
な
ど
、
さ
ら
に
分
野

を
広
げ
、
地
域
密
着
の
取
り
組
み
を
展

開
。
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
地
域

課
題
の
解
決
、
本
市
の
一
層
の
活
性
化

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

主
な
連
携
内
容
は
、
次
の
９
分
野
で

す
。
❶
地
産
地
消
の
推
進
、
市
産
品
の

販
売
促
進
（
市
内
農
産
物
を
活
用
し
た

商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
開
発
、
販
売
な

ど
）
❷
健
康
増
進
、
食
の
安
全
・
安
心

（
食
育
の
普
及
、
啓
発
へ
の
取
り
組
み

な
ど
）
❸
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
（
地

域
の
見
守
り
支
援
な
ど
）
❹
子
育
て
支

援
、
青
少
年
の
健
全
育
成
（
児
童
生
徒

の
登
下
校
中
の
見
守
り
な
ど
）
❺
地
域

活
性
化
、
地
域
雇
用
支
援
（
高
齢
者
の

雇
用
支
援
な
ど
）
❻
災
害
時
支
援
（
災

害
時
に
お
け
る
食
料
品
や
日
用
品
の
調

達
、協
力
な
ど
）
❼
環
境
問
題
対
策
（
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
・
啓
発
へ
の
協
力
な

ど
）
❽
商
業
・
観
光
振
興
（
店
舗
周
辺

の
観
光
情
報
の
発
信
・
協
力
な
ど
）
❾

そ
の
他
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
関

す
る
も
の
（
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発

信
・
協
力
な
ど
）。

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
と
包
括
連
携
協
定

地
域
活
性
化
に
共
に
取
り
組
み
ま
す

政
策
推
進
課 
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‐
６
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０
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シニアの仕事をマッチング

　「シニアのためのお仕事説明会 」を開催。包括
連携協定に基づき、コンビニエンスストアの仕
事内容の紹介や個別の就労相談会を行います。
日時＝２月26日㈪午後１時～４時
会場＝前橋プラザ元気21
対象＝市内と近郊在住の55歳以上の人、先着
100人
申し込み＝産業政策課 ☎027-898-6985へ

　市民と行政が互いに協力して課題解決に取り組む「まえばし
市民提案型パートナーシップ
事業 」。最終審査の公開プレゼ
ンテーションを開催します。
日時＝３月10日㈯午前10時
会場＝市役所３階31会議室
申し込み＝当日会場へ直接

生活課 ☎027-898-6510

課題解決の提案を披露します
力
を
合
わ
せ
る
「
協
働
」

　

本
市
に
は
、
市
民
活
動
に
取
り
組
む

団
体
が
３
２
０
以
上
。
団
体
の
数
だ
け

活
動
内
容
に
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
活
動
を
始
め
た
い
人
は
も
ち
ろ
ん
、

団
体
が
開
催
す
る
会
な
ど
に
参
加
し
た

い
人
も
、
Ｍ
サ
ポ
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
や
民
間
企

業
、
市
民
活
動
の
協
働
が
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　２月に草津白根山が噴火し、死傷者が発生しまし
た。本市では降灰はありませんでしたが、降灰の予報
があった場合は注意してください。火山灰はとても
小さく、空気と一緒に肺の奥まで入ってきます。防

ぼう

塵
じん

マスクなどでの対策が必要です。目に入った場合
は、手でこすらずに、水で洗い流しましょう。皮膚に

触れると炎症を起こすこともあります。
　本市周辺の活火山である赤城山と榛名山は国が選
定する常時観測火山ではなく、火山災害警戒地域の
指定はありませんが、異状が見られた場合は、防災
ラジオやまちの安全ひろメールなどでお知らせしま
す。火山活動の概要や草津白根山の噴火と降灰に関
する情報については、気象庁ホームページ（http://
www.jma.go.jp）をご覧ください。

危機管理室 ☎027-898-5935

草津白根山の噴火と降灰
引き続き情報を確認ください

　Ｍサポを運営している、市民活動を支援する会の萩原理事長。
Ｍサポが今の形になる前から、支援活動に関わり続けています。
　「創設した当時と比べて、登録団体はとても増えました。団体ご
とに活動内容が異なるので、市民活動に幅が生まれましたね」
　市民活動に取り組み始める人たちは「誰かを助けたい」という
思いが強く、仕事をしながら市民活動をする人も多いといいます。
　「Ｍサポはその思いを後押しする組織。団体に寄り添ったサ
ポートを目指して、これからの10年も尽力して参ります」
 市民活動を支援する会
 理事長　萩原 香さん

Ｍサポは橋を渡す役どころ
インタビュー

　登録団体が結集し、実行委員会を組織。市民活動の力を発信するために開
催する、Ｍサポふれあいまつりの準備を行っています。実行委員長を務める
のは飯島さん。「群馬ゾンタクラブ」と「和のこころ」に所属しています。
　「今年の特徴は会場に置いた木です。来場者に、花の形の紙にメッセージ
を書いてもらい、枝にくくり付けます。その木が満開の花を咲かせること
で、みんなを楽しませてくれると思います」
　いろいろな団体が一挙に集まる催しは貴重だと話します。
　「ステージ発表や実演・体験コーナーなど、大人から子どもまで楽しめる
内容です。開催日時は２月24日㈯午前10時から午後３時まで。会場は前橋
プラザ元気21です。市民活動を学ぶきっかけに、是非参加してください」
Ｍサポふれあいまつり実行委員長
飯島 百合さん

ふれあいまつりで発信します
インタビュー
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